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（
厚
生
労
働
委
員
会
）

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
八

号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
財
政
改
革
の
た
め
の
国
の
補
助
金
等
の
整
理
及

び
合
理
化
等
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
国
庫
負
担
率
の
見
直
し
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
の
引
上
げ
等
の
措
置
を
講

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
関
係

１

市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
保
険
給
付
等
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
国
庫
負
担
を
見
直
し
、
都
道
府
県
負

担
を
導
入
す
る
。

２

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
分
に
対
す
る
公
費
補
填
に
係
る
国
庫
負
担
を
廃
止
し
、
都
道
府
県
の
負
担
と
す
る
。

二
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
関
係

児
童
福
祉
施
設
の
う
ち
、
保
育
所
、
児
童
養
護
施
設
等
の
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
の
交
付
金
化
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
。
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三
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
関
係

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
補
装
具
製
作
施
設
等
に
係
る
も
の
を
国
庫
負
担
の
対
象

外
と
す
る
。

四
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
改
正
関
係

麻
薬
取
締
員
及
び
麻
薬
中
毒
者
等
の
相
談
に
応
ず
る
た
め
の
職
員
に
要
す
る
費
用
を
国
庫
負
担
の
対
象
外
と
す
る
。

五
、
売
春
防
止
法
の
一
部
改
正
関
係

婦
人
保
護
施
設
の
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
の
交
付
金
化
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

六
、
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
関
係

市
町
村
が
行
う
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
措
置
等
に
要
す
る
費
用
を
国
庫
負
担
の
対
象
外
と
す
る
。

七
、
母
子
保
健
法
の
一
部
改
正
関
係

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査
及
び
三
歳
児
健
康
診
査
に
要
す
る
費
用
を
国
庫
負
担
の
対
象
外
と
す
る
。

八
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
老
後
の
保
健
及
び
福
祉
の
た
め
の
総
合
的
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

国
の
交
付
金
の
交
付
は
、
国
が
作
成
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
作
成
す
る
計
画
に
対
し
て
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行
わ
れ
る
仕
組
み
と
す
る
。

２

市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
作
成
す
る
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
公
的
介
護
施
設
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
を

事
業
の
開
始
の
日
又
は
施
設
の
設
置
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
行
え
ば
足
り
る
と
す
る
老
人
福
祉
法
等
の
特
例
等
を
設
け

る
。

九
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正
関
係

国
は
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し
、
市
町
村
行
動
計
画
又
は
都
道
府
県
行
動
計
画
に
定
め
ら
れ
た
措
置
の
実
施
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

十
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
、
国
庫
は
、
基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
及
び
千
分
の
十
一
に
加
え
、
約
千

百
一
億
円
を
負
担
す
る
。

十
一
、
施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２

国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
保
険
給
付
等
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
見
直
し
、
都
道
府
県
負
担
の
導
入

等
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
。


